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з  （全業種）〈今期（平成 27年７月～９月期）の概要〉 

─  

⁸ⱴ▬♫☻ ⱳ▬fi♩ ⌐  

 

景気判断ＤＩは、前期比ベースでマイナス幅が縮小し、マイナス 10ポイント台に回復した。小売業

では猛暑による季節商品の好調な売れ行き等、製造業では国内外の高水準需要による受注増等により、

改善傾向が見られた。 

先行きについても、マイナス幅が縮小した。卸売業では省エネ推進施設需要の高まり、小売業では

秋冬季節商品需要への期待、サービス業ではインバウンド需要への対応推進等の影響で改善する見込

み。 

 

 

当所は、平成 27 年９月１日を調査基準日として、業種別業界景気動向調査

（平成 27年７月～９月期）を実施し、その調査結果をまとめた。 

この調査は、短期的な景気動向を把握するため、四半期毎に行っているもの。 

調査対象は、当所管内の中小企業等より 145 社を抽出し、調査を実施。 

144社から回答を得た。（回答率=99. 3％） 

 

この調査結果の中で、 
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を示す。 

 

＊ ＤＩ値（景気動向指数）について 

ＤＩ値は、売上、採算、業況などの各項目についての判断の状況を表す指数である。 

ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを

示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したが

って、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の

相対的な広がりを意味する。 

ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合） 
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1.₄ ₅景気判断ＤＩ（「上昇した企業割合」－「下降した企業割合」の指数） 

ⱬכ☻による全業種合計の景

気判断ＤＩは、▲１３．９ポイントで、前回

調査（▲８．４）より５．５ポイントマイナ

ス幅が拡大した。 

景気が上昇したと回答した企業は、１２．

５％、変わらないと回答した企業は６１．

１％、下降したと回答した企業は２６．４％

であった。  

業種別では、前回調査に比べ、製造業はマ

イナス幅が縮小したが、サービス業はマイナ

ス幅が拡大し、小売業・その他の業はマイナ

ス値に転じた。建設業・卸売業はプラス値の

横ばいとなった。 

ⱬכ☻による全業種合計の景気判

断ＤＩは、▲１２．５ポイント。前回調査（▲

２１．０）より８．５ポイントマイナス幅が

縮小した。 

景気が上昇したと回答した企業は１０．

４％、変わらないと回答した企業は６６．

７％、下降したと回答した企業は２２．９％であった。 

業種別では、前回調査に比べ、小売業はプラス値に転じ、製造業はマイナス幅が縮小したが、サー

ビス業・その他の業はマイナス幅が拡大し、卸売業はマイナス値に転じた。建設業はマイナス値の横

ばいとなった。 

⅝ ⇔による全業種合計の景気判断ＤＩは、▲１１．８ポイント。前回調査（▲１

５．４）より３．６ポイントマイナス幅が縮小した。 

景気が上昇すると回答した企業は１０．４％、変わらないと回答した企業は６７．４％、下降すると

回答した企業は２２．２％となった。 

業種別では、前回調査に比べ、卸売業はプラス幅が拡大し、小売業・サービス業はマイナス幅が縮

小したが、建設業はマイナス幅が拡大し、その他の業はマイナス値に転じた。製造業はマイナス値の

横ばいとなった。 

 

7-9 10-12 H25/ 1-3 4-6 7-9 10-12 H26/1-3 4-6 7-9 10-12 H27/1-3 4-6 7-9

3.8 14.8
3.8
3.8 0.0

8.7 21.7 21.7 18.2 10.0 9.5 9.5
8.7 4.3 26.1 13.6 4.5 10.0
4.3

0.0 0.0
0.0 7.7 7.7 0.0 0.0

53.8 7.7 15.4 7.7 7.7 0.0 0.0 7.7
0.0

7.5

0.0
0.0 6.3 0.0 6.3
6.3

25.0 18.8 0.0 0.0 18.8 0.0 0.0 6.3
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 業況判断ＤＩ（「好転した企業割合」－「悪化した企業割合」の指数） 

ⱬכ☻による全業種合計の

業況判断ＤＩは、▲１８．１ポイント。前

回調査（▲１８．９）より０．８ポイント

マイナス幅が縮小した。 

業況が好転したと回答した企業は８．

３％、変わらないと回答した企業は６５．

３％、悪化したと回答した企業は２６．４％

であった。 

業種別では、前回調査に比べ、卸売業・

その他の業はプラス値に転じたが、製造

業・小売業・サービス業はマイナス幅が拡

大した。建設業はマイナス値の横ばいとな

った。 

ⱬכ☻による全業種合計の業況判

断ＤＩは、▲１３．２ポイント。前回調査

（▲１９．６）より６．４ポイントマイナ

ス幅が縮小した。 

業況が好転したと回答した企業は６．

９％、変わらないと回答した企業は７３．

０％、悪化したと回答した企業は２０．１％であった。 

業種別では、前回調査に比べ、小売業・その他の業はプラス値に転じ、製造業・卸売業はマイナス

幅が縮小したが、建設業・サービス業はマイナス幅が拡大した。 

⅝ ⇔による全業種合計の業況判断ＤＩは、▲１４．６ポイント。前回調査（▲１

７．５）より２．９ポイントマイナス幅が縮小した。 

業況が好転すると回答した企業は６．９％、変わらないと回答した企業は７１．６％、悪化すると

回答した企業は２１．５％であった。 

業種別では、前回調査に比べ、卸売業・小売業・サービス業はマイナス幅が縮小したが、建設業は

マイナス幅が拡大し、その他の業はマイナス値に転じた。製造業はマイナス値の横ばいとなった。 

 

7-9 10-12 H25/1-3 4-6 7-9 10-12 H26/1-3 4-6 7-9 10-12 H27/1-3 4-6 7-9

0.0

17.4 17.4 4.5 20.0
0.0 8.7 17.4 4.5 4.5 15.0

0.0 0.0 0.0
0.0 7.7 0.0

38.5 15.4 15.4 23.1 0.0 7.7

7.5 0.0

0.0 6.7
0.0

12.5 12.5 0.0 0.0
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₡ ₢ 売上高ＤＩ（「増加した企業割合」－「減少した企業割合」の指数） 

ⱬכ☻による全業種合計の

売上高ＤＩは、▲１１．８ポイント。前

回調査（▲７．０）より、４．８ポイン

トマイナス幅が拡大した。 

売上高が増加したと回答した企業は１

８．１％、変わらないと回答した企業は

５２．０％、減少したと回答した企業は

２９．９％であった。 

業種別では、前回調査に比べ、製造業

はマイナス幅が縮小したが、サービス業

はマイナス幅が拡大し、卸売業・小売業・

その他の業はマイナス値に転じた。建設

業はプラス値の横ばいとなった。 

ⱬכ☻による全業種合計の売上

高ＤＩは、▲１２．５ポイント。前回調

査（▲１９．６）より７．１ポイントマ

イナス幅が縮小した。 

売上高が増加したと回答した企業は全業

種合計で１６．０％、変わらないと回答した

企業は５５．５％、減少したと回答した企業は２８．５％であった。 

業種別では、前回調査に比べ、製造業・小売業・サービス業はマイナス幅が縮小したが、建設業は

マイナス幅が拡大し、卸売業・その他の業はマイナス値に転じた。 

( ⅝ ⇔による全業種合計の売上ＤＩは、▲９．７ポイント。前回調査（▲１４．０）

より４．３ポイントマイナス幅が縮小した。 

売上高が増加すると回答した企業は１３．９％、変わらないと回答した企業は６２．５％、減少す

ると回答した企業は２３．６％であった。 

業種別では、前回調査に比べ、卸売業はプラス値に転じ、小売業・サービス業はマイナス幅が縮小

したが、その他の業はプラス幅が縮小し、製造業はマイナス幅が拡大した。建設業はマイナス値の横

ばいとなった。 

7-9 10-12 H25/1-3 4-6 7-9 10-12 H26/1-3 4-6 7-9 10-12 H27/1-3 4-6 7-9

3.7 7.4
7.7
3.8

8.7 4.3 8.7 13.0 13.6 20.0 9.5 9.5
0.0 0.0 21.7 18.2 9.1 20.0
0.0 0.0 0.0

0.0 7.7 0.0 16.7
7.7 15.4 0.0 7.7 8.3

7.7 46.2 7.7 15.4 30.8 0.0 7.7 0.0
7.5 0.0
0.0

0.0 6.3
6.3 0.0 0.0 0.0 6.3

18.8 6.3 12.5 6.3 12.5 12.5 12.5 6.3 0.0
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╡ 資金繰りＤＩ（「好転した企業割合」－「悪化した企業割合」の指数） 

による全業種合計の資

金繰りＤＩは、▲６．９ポイント。前回調

査（▲７．０）より０．１ポイントマイナ

ス幅が縮小した。 

による全業種合計の資金繰

りＤＩは、▲８．３ポイント。前回調査（▲

７．７）より０．６ポイントマイナス幅が

拡大した。 

による全業種合計の

資金繰りＤＩは▲１０．４ポイントで、前

回調査（▲１１．２）より、０．８ポイントマイナス幅が縮小した。 

 

₡ ₢ 採算ＤＩ（「好転した企業割合」－「悪化した企業割合」の指数） 

ⱬכ☻による全業種合計の採

算ＤＩは、▲１６．０ポイント。前回調査

（▲１１．９）より４．１ポイントマイナ

ス幅が拡大した。 

⅝ ⇔による全業種合計

の採算ＤＩは、▲１８．８ポイント。前回

調査（▲１６．８）より２．０ポイントマ

イナス幅が拡大した。 

 

 

7-9 10-12 H25/1-3 4-6 7-9 10-12 H26/1-3 4-6 7-9 10-12 H27/1-3 4-6 7-9

3.7

0.0 20.0 0.0

0.0 7.7 0.0 0.0 0.0
7.7 30.8 7.7 0.0 15.4 0.0 15.4

0.0

0.0 6.3 12.5
0.0 18.8 0.0 0.0

7-9 10-12 H25/1-3 4-6 7-9 10-12 H26/1-3 4-6 7-9 10-12 H27/1-3 4-6 7-9

3.7

4.3 4.3 0.0 4.3 8.7 0.0 13.0 4.5 10.0 4.8 9.5
0.0 4.3 0.0 8.7 4.5 10.0 0.0

0.0
7.7 0.0 15.4 0.0 0.0 0.0 0.0

15.4 7.7 15.4 0.0 7.7 8.3 0.0
7.7 15.4 15.4 15.4 7.7 0.0 0.0 7.7 0.0 7.7

0.0

3.8
0.0 6.3 0.0 6.3 6.3 12.5
6.3 0.0 6.3 0.0 0.0 6.3

0.0 6.3 12.5 0.0 0.0 0.0 12.5 18.8
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 仕入単価ＤＩ（「下落した企業割合」－「上昇した企業割合」の指数） 

ⱬכ☻による全業種合計の

仕入単価ＤＩは、▲２５．７ポイント。

前回調査（▲３２．２）より６．５ポイ

ントマイナス幅が縮小した。 

⅝ ⇔による全業種合計

の仕入単価ＤＩは、▲２２．９ポイント。 

前回調査（▲２５．２）より２．３ポイン

トマイナス幅が縮小した。 
 

 

 

  

今期に設備投資を実施したと回答した企業は１３．２％。前回調査（１４．０％）より０．８％

減少した。また、来期に設備投資計画があると回答した企業は１２．５％で、前回調査(１３．３％)

に比べ０．８％減少した。 

設備投資が多く見られた業種は小売業で、店舗改装などを挙げている。また、来期において設備投資を

計画している企業は製造業において多く見られ、生産設備などを挙げている。 

 

7-9 10-12 H25/1-3 4-6 7-9 10-12 H26/1-3 4-6 7-9 10-12 H27/1-3 4-6 7-9

0.0

23.1 7.7
0.0 7.7
5.0
2.5

0.0 18.8 33.3
0.0 6.7
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 雇用ＤＩ（「不足気味の企業割合」－「過剰気味の企業割合」の指数） 

ⱬכ☻による全業種合計の雇

用ＤＩは、７．６ポイントで、前回調査（７．

０）より、０．６ポイントプラス幅が拡大

した。 

⅝ ⇔による全業種合計

の雇用ＤＩは、７．６ポイントとなり、前

回調査（７．７）より０．１ポイントプラ

ス幅が縮小した。 
 
 
 

 

事業資金借入難度ＤＩ（「ゆるやかな企業割合」－「きびしい企業割合」の指数） 

ⱬכ☻による全業種合計の

事業資金借入難度ＤＩは、０．７ポイン

トで、前回調査（４．２）より、３．５

ポイントプラス幅が縮小した。 

ⱬכ☻による全業種合計の事業

資金借入難度ＤＩは、▲０．７ポイント

で、前回調査（２．１）より、２．８ポ

イント悪化し、マイナス値に転じた。 

⅝ ⇔による全業種合計

の事業資金借入難度ＤＩは、▲３．５ポ

イントで、前回調査（０．７）から４．

２ポイント悪化し、マイナス値に転じた。 

 

 

7-9 10-12 H25/1-3 4-6 7-9 10-12 H26/1-3 4-6 7-9 10-12 H27/1-3 4-6 7-9

6.3 2.8 3.4 7.6 4.1 11.1 7.6 9.0 4.1 6.9 7.7 7.0 7.6
7.7 2.8 2.1 8.3 6.9 8.3 4.8 4.2 6.2 7.6 8.4 7.7 7.6
3.8 0.0 3.8 7.7 3.8 0.0 3.7 0.0 7.4
7.7 0.0 11.5 0.0 7.4 3.7 0.0 0.0 0.0 0.0
8.7 8.7 21.7 21.7 13.0 21.7 13.6 14.3 8.7 27.3 25.0 33.3 28.6
8.7 4.3 8.7 13.0 17.4 13.0 9.1 4.8 17.4 22.7 30.0 19.0 19.0
7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 0.0 7.7 0.0 7.7
7.7 0.0 0.0 23.1 0.0 0.0 15.4 7.7 7.7 8.3 7.7
7.5 0.0 2.4 7.3 15.0 5.0 0.0 0.0 0.0 5.1 7.7 10.0
2.5 4.9 4.9 0.0 9.8 7.5 0.0 2.4 4.9 0.0 5.1 7.7 10.0

0.0 15.4 0.0 7.4 15.4 7.7 0.0 3.8 3.8
0.0 19.2 3.8 0.0 7.4 0.0 0.0 7.7 3.8 0.0

18.8 25.0 6.3 12.5 12.5 18.8 18.8 25.0 6.3 18.8 25.0 6.3 6.7
31.3 18.8 12.5 18.8 12.5 18.8 6.3 18.8 6.3 18.8 25.0 18.8 13.3

7-9 10-12 H25/1-3 4-6 7-9 10-12 H26/1-3 4-6 7-9 10-12 H27/1-3 4-6 7-9

2.1 2.1 2.8 6.9 0.7 2.1 6.3 4.2 0.7
0.7 0.7 0.7 2.8 0.7 2.8 2.1
0.0 0.0 2.8 2.1 0.7
0.0 7.4 0.0 0.0 6.9
0.0 0.0 0.0
0.0 0.0

13.0 0.0 8.7 8.7 4.3 4.3 9.1 9.5 4.3 18.2 20.0 19.0 9.5
4.3 4.3 4.3 0.0 0.0 13.6 4.8 0.0 13.6 15.0 14.3 4.8
8.7 0.0 8.7 8.7 0.0 4.5 0.0 4.5 10.0 0.0 0.0

0.0 7.7 7.7 15.4 7.7 7.7 15.4 15.4 15.4 8.3 15.4
0.0 7.7 15.4 7.7 0.0 15.4 7.7 7.7 8.3 7.7
7.7 7.7 15.4 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 8.3 7.7
0.0 9.8 0.0 0.0 9.8 2.4 0.0 7.7
0.0 4.9 7.3 0.0 5.1

2.4 2.4 0.0 2.6
0.0 0.0 3.8 3.8 3.8 0.0 0.0

0.0 3.8 0.0 0.0 3.8 3.8 3.8 3.8
0.0 0.0 0.0 3.8 3.8 0.0

0.0 0.0 6.3 12.5 6.3 0.0 0.0
0.0 0.0 6.3 6.3 0.0 0.0 0.0

6.3 6.3 18.8
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 借入金利ＤＩ（「下落した企業割合」－「上昇した企業割合」の指数） 

ⱬכ☻による全業種合計の

借入金利ＤＩは、１．４ポイント。前回

調査（０．７）より、０．７ポイントプ

ラス幅が拡大した。 

ⱬכ☻による全業種合計の借入

金利ＤＩは、０．０ポイントで、前回調査

（２．８）より２．８ポイントプラス幅が

縮小した。 

⅝ ⇔による全業種合計

の借入金利ＤＩは、▲０．７ポイント。前

回調査（０．０）より０．７ポイント悪化し、マイナス値に転じた。 

 

.₄ ─ ₅ 

経営上の問題点として、最も多く挙げられているのは、「売上不振」で、全業種合計で４８件（３

３．３％）となっている。次いで、「問題なし」が、２６件（１８．１％）となっている。 

その他として、利用者ニーズの変化への対応、需要停滞、製造品価格の低下などを挙げている。 

7-9 10-12 H25/1-3 4-6 7-9 10-12 H26/1-3 4-6 7-9 10-12 H27/1-3 4-6 7-9

2.8 0.7 2.1 0.7 3.5 6.9 1.4 0.7 2.8 3.5 0.7 1.4
2.1 1.4 0.7 2.1 4.8 0.0 0.7 2.8 0.7 2.8 0.0
1.4 1.4 0.7 0.0
3.8 0.0 0.0 3.8 3.8 7.4 7.4 10.3 0.0 3.4
3.8 0.0 3.8 3.8 0.0 0.0 3.7 3.4 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 3.4 0.0 0.0
4.3 4.3 4.3 0.0 4.3 9.1 0.0 4.3 0.0 4.8 0.0
0.0 0.0 0.0 4.3 4.5 4.8 0.0 0.0 0.0 9.5 0.0
4.3 0.0 0.0 4.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 0.0 15.4 7.7 8.3 0.0
0.0 0.0 7.7 0.0 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 15.4 7.7 8.3 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 7.7 7.7 7.7 7.7 8.3 0.0
5.0 5.0 10.0 2.4 2.4 2.4 0.0
2.5 0.0 0.0 5.0 10.0 0.0 2.4 2.4 0.0
2.5 5.0 2.5 2.4 0.0
0.0 0.0 3.8 3.8 3.7 3.8 0.0 0.0 3.8 3.8 0.0
4.0 0.0 0.0 0.0 3.7 0.0 0.0 0.0 0.0 3.8 0.0
4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.8 3.8 0.0
0.0 6.3 12.5 0.0 6.3 0.0 0.0 6.3 0.0 12.5 0.0 6.7
0.0 0.0 6.3 6.3 0.0 0.0 6.3 0.0 12.5 0.0 6.7

12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 6.3 0.0
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и 〈今期（平成 27年７月～９月期）の概要及び来期の見通し〉 

 

ⱬכ☻で、景気判断ＤＩ・売上高ＤＩ・資金繰りＤＩ・採算ＤＩはマイナス幅が縮小し

たが、業況判断ＤＩはマイナス幅が拡大した。 

⇔については、売上高ＤＩ・採算ＤＩはマイナス幅が拡大した。景気判断ＤＩ・業況判断

ＤＩ・資金繰りＤＩはマイナス値の横ばいとなった。 

寄せられた声は、次のとおりである。 

◆国内向けは高水準の需要が続く。海外は地域により需要の強弱があり、全体では若干の減少を見

込む。原油価格の下落が海外一部地域の不透明感を増大させている。（クレーン） 

◆仕事量は多くフル操業であるが、販売の下落で収入は非常に厳しい状況が続いている。（内燃機

関） 

◆顧客である完成品メーカーの生産体制が整ったことにより６月までの受注遅延を 10月までに取

り戻せる見込み。主要製品以外も順調に受注が伸びている。（機械器具部品） 

◆前期（平成 27年４～６月期）から引き続き、建設機械、エレクトロニクス関連の一部ユーザーの

生産数の増加に伴って売上、利益ともに高水準で推移していくと思われる。（各種圧縮ガス・液化

ガス） 

 

 

ⱬכ☻で、資金繰りＤＩはプラス幅が拡大し、採算ＤＩはプラス値に転じた。景気判断

ＤＩ・売上高ＤＩはプラス値の横ばい、業況判断ＤＩはマイナス値の横ばいとなった。 

⇔については、資金繰りＤＩはマイナス幅が縮小したが、景気判断ＤＩ・業況判断ＤＩは

マイナス幅が拡大した。売上高ＤＩ・採算ＤＩはマイナス値の横ばいとなった。 

寄せられた声は、次のとおりである。 

◆現状は落ち着いているが、大きな案件もないため、先行きはわからない。（ネオン工事） 

◆前期から職人の数が不足気味。夏の暑さ、台風の関係などで現場の作業が遅れ気味。全般的には

仕事の量は増えている。（板金） 

◆電気工事業界は競争の激化が激しい状況。水回りリフォームはやや堅調。（電気空調工事） 

◆民間工事の受注額及び利益率が低下している。営業力の強化が望まれる。（冷暖房・給排水工事） 

 

 

7-9 10-12 H25/1-3 4-6 7-9 10-12 H26/1-3 4-6 7-9 10-12 H27/1-3 4-6 7-9

3.8 14.8
3.8
3.8 0.0

0.0

3.7 7.4
7.7
3.8

3.7

3.7

0.0

3.8 0.0 3.8 7.7 3.8 0.0 3.7 0.0 7.4
7.7 0.0 11.5 0.0 7.4 3.7 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 7.4 0.0 0.0 6.9
0.0 0.0 0.0
0.0 0.0

3.8 0.0 0.0 3.8 3.8 7.4 7.4 10.3 0.0 3.4
3.8 0.0 3.8 3.8 0.0 0.0 3.7 3.4 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 3.4 0.0 0.0
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ⱬכ☻で、業況判断ＤＩ・採算ＤＩはプラス値に転じたが、売上高ＤＩはマイナス値に

転じた。景気判断ＤＩ・資金繰りＤＩはプラス値の横ばいとなった。 

⇔については、景気判断ＤＩ・資金繰りＤＩ・採算ＤＩはプラス幅が拡大し、売上高ＤＩ

はプラス値に転じ、業況判断ＤＩはマイナス幅が縮小した。 

寄せられた声は、次のとおりである。 

◆国や県の省エネ推進施設の動向が今後の売上に影響あり。（電子通信機器・太陽光発電システム） 

◆小口の発注の増加に伴い運送費も増加し、利益が減少している。（生活雑貨、家具インテリア） 

 

 

 

 ⱬכ☻で、業況判断ＤＩ・資金繰りＤＩはマイナス幅が拡大し、景気判断ＤＩ・売上高

ＤＩ・採算ＤＩはマイナス値に転じた。 

   ⇔については、景気判断ＤＩ・業況判断ＤＩ・売上高ＤＩはマイナス幅が縮小したが、資

金繰りＤＩ・採算ＤＩはマイナス幅が拡大した。 

寄せられた声は、次のとおりである。 

◆猛暑の影響でエアコン販売が伸びたが、４月～６月まで家電製品が売れず、トータルすれば前年

度とほぼ同じ。（業界団体） 

◆４月の軽自動車税引き上げの影響で前年より軽自動車の販売減が続いている。（自動車） 

7-9 10-12 H25/1-3 4-6 7-9 10-12 H26/1-3 4-6 7-9 10-12 H27/1-3 4-6 7-9

0.0 0.0
0.0 7.7 7.7 0.0 0.0

53.8 7.7 15.4 7.7 7.7 0.0 0.0 7.7
0.0 0.0 0.0

0.0 7.7 0.0
38.5 15.4 15.4 23.1 0.0 7.7

0.0 7.7 0.0 16.7
7.7 15.4 0.0 7.7 8.3

7.7 46.2 7.7 15.4 30.8 0.0 7.7 0.0
7.7 0.0 15.4 0.0 0.0 0.0 0.0

15.4 7.7 15.4 0.0 7.7 8.3 0.0
7.7 15.4 15.4 15.4 7.7 0.0 0.0 7.7 0.0 7.7

0.0 7.7 0.0 0.0 0.0
7.7 30.8 7.7 0.0 15.4 0.0 15.4

23.1 7.7
0.0 7.7
7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 0.0 7.7 0.0 7.7
7.7 0.0 0.0 23.1 0.0 0.0 15.4 7.7 7.7 8.3 7.7

0.0 7.7 7.7 15.4 7.7 7.7 15.4 15.4 15.4 8.3 15.4
0.0 7.7 15.4 7.7 0.0 15.4 7.7 7.7 8.3 7.7
7.7 7.7 15.4 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 8.3 7.7

0.0 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 0.0 15.4 7.7 8.3 0.0
0.0 0.0 7.7 0.0 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 15.4 7.7 8.3 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 7.7 7.7 7.7 7.7 8.3 0.0

7-9 10-12 H25/1-3 4-6 7-9 10-12 H26/1-3 4-6 7-9 10-12 H27/1-3 4-6 7-9

8.7 21.7 21.7 18.2 10.0 9.5 9.5
8.7 4.3 13.6 4.5 10.0
4.3 0.0

17.4 4.5 20.0
0.0 8.7 0.0 4.5 4.5 15.0

0.0
8.7 4.3 8.7 4.3 13.6 20.0 9.5 9.5

0.0 0.0 18.2 9.1 20.0
0.0 0.0 0.0

4.3 4.3 0.0 4.3 0.0 0.0 13.0 4.5 10.0 4.8 9.5
0.0 0.0 8.7 4.5 10.0 0.0

0.0 0.0
0.0 20.0 0.0

0.0
17.4
0.0

8.7 8.7 21.7 21.7 13.0 0.0 13.6 14.3 8.7 27.3 25.0 33.3 28.6
8.7 4.3 8.7 13.0 17.4 0.0 9.1 4.8 17.4 22.7 30.0 19.0 19.0

13.0 0.0 8.7 8.7 4.3 9.1 9.5 4.3 18.2 20.0 19.0 9.5
4.3 4.3 4.3 0.0 0.0 13.6 4.8 0.0 13.6 15.0 14.3 4.8
8.7 0.0 8.7 8.7 0.0 0.0 4.5 0.0 4.5 10.0 0.0 0.0
4.3 4.3 4.3 0.0 4.3 9.1 0.0 4.3 0.0 4.8 0.0
0.0 0.0 0.0 4.3 0.0 4.5 4.8 0.0 0.0 0.0 9.5 0.0
4.3 0.0 0.0 0.0 4.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
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◆猛暑のおかげか季節商品の売れ行きがよい。インバウンド需要の大幅な取り込みを模索中。（電器

製品・ＯＡ機器・電気工事） 

◆台風など自然現象に影響されやすいので今後の長期予報が心配。（果物） 

◆来客数が前年よりもマイナス。天候不順もあり、シーズンアイテムは前半伸び悩むも後半に回復。

（百貨店） 

 

 

☻ⱦכ◘  

ⱬכ☻で、景気判断ＤＩ・業況判断ＤＩ・売上高ＤＩ・資金繰りＤＩ・採算ＤＩ全てに

おいてマイナス幅が拡大した。 

⇔については、景気判断ＤＩ・業況判断ＤＩ・売上高ＤＩはマイナス幅が縮小したが、資

金繰りＤＩ・採算ＤＩはマイナス幅が拡大した。 

寄せられた声は、次のとおりである。 

◆人材確保が困難。採用してもすぐに独立・転職してしまう。（映像企画制作） 

◆外国人観光客に対する目的に応じた対応を進めていく。（旅行業） 

◆昨年がよかったのと比較して、今期はあまりよくない。（ホテル） 

 

 

∕─ ─  

ⱬכ☻で、業況判断ＤＩはプラス値に転じたが、景気判断ＤＩ・売上高ＤＩ・資金繰り

ＤＩ・採算ＤＩはマイナス値に転じた。 

7-9 10-12 H25/1-3 4-6 7-9 10-12 H26/1-3 4-6 7-9 10-12 H27/1-3 4-6 7-9

0.0
7.5

7.5 0.0

7.5 0.0
0.0

0.0

0.0

5.0
2.5
7.5 0.0 2.4 7.3 15.0 5.0 0.0 0.0 0.0 5.1 7.7 10.0
2.5 4.9 4.9 0.0 9.8 7.5 0.0 2.4 4.9 0.0 5.1 7.7 10.0

0.0 9.8 0.0 0.0 9.8 2.4 0.0 7.7
0.0 4.9 7.3 0.0 5.1

2.4 2.4 0.0 2.6
5.0 5.0 10.0 2.4 2.4 2.4 0.0
2.5 0.0 0.0 5.0 10.0 0.0 2.4 2.4 0.0
2.5 5.0 2.5 2.4 0.0

7-9 10-12 H25/1-3 4-6 7-9 10-12 H26/1-3 4-6 7-9 10-12 H27/1-3 4-6 7-9

0.0

3.8

0.0 15.4 0.0 7.4 15.4 7.7 0.0 3.8 3.8
0.0 19.2 3.8 0.0 7.4 0.0 0.0 7.7 3.8 0.0

0.0 0.0 3.8 3.8 3.8 0.0 0.0
0.0 3.8 0.0 0.0 3.8 3.8 3.8 3.8

0.0 0.0 0.0 3.8 3.8 0.0
0.0 0.0 3.8 3.8 3.7 3.8 0.0 0.0 3.8 3.8 0.0
4.0 0.0 0.0 0.0 3.7 0.0 0.0 0.0 0.0 3.8 0.0
4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.8 3.8 0.0
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⇔については、資金繰りＤＩはマイナス幅が縮小したが、売上高ＤＩはプラス幅が縮小し、

採算ＤＩはマイナス幅が拡大し、景気判断ＤＩ・業況判断ＤＩはマイナス値に転じた。 

寄せられた声は、次のとおりである。 

◆燃料費については、前期に比べ低くなっている。しかしながら、運転士不足等により、貸切バス

の運行収入が厳しい。運転士不足については、運転士の高齢化に伴い、ますます深刻な問題とな

ると思われる。（バス） 

◆比較的動きがある。大きく期待できるほどではないが不安定ながらも前年よりよい。（不動産仲介） 

◆原油価格が下落しても燃料購入価格の下げ幅が伴っていない。高速利用料金も実質上がっている

ので利益増につながらない。（貨物運送） 

 

7-9 10-12 H25/1-3 4-6 7-9 10-12 H26/1-3 4-6 7-9 10-12 H27/1-3 4-6 7-9

0.0 6.3 0.0 6.3
6.3

25.0 18.8 0.0 0.0 18.8 0.0 0.0 6.3
0.0 6.7

0.0
12.5 12.5 0.0 0.0

0.0 6.3
6.3 0.0 0.0 0.0 6.3

18.8 6.3 12.5 6.3 12.5 12.5 12.5 6.3 0.0
0.0 6.3 0.0 6.3 6.3 12.5
6.3 0.0 6.3 0.0 0.0 6.3

0.0 6.3 12.5 0.0 0.0 0.0 12.5 18.8
0.0 6.3 12.5

0.0 18.8 0.0 0.0
0.0 18.8 33.3

0.0 6.7
18.8 25.0 6.3 12.5 12.5 18.8 18.8 25.0 6.3 18.8 25.0 6.3 6.7
31.3 18.8 12.5 18.8 12.5 18.8 6.3 18.8 6.3 18.8 25.0 18.8 13.3

0.0 0.0 6.3 12.5 6.3 0.0 0.0
0.0 0.0 6.3 6.3 0.0 0.0 0.0

6.3 6.3 18.8
0.0 6.3 12.5 0.0 6.3 0.0 0.0 6.3 0.0 12.5 0.0 6.7
0.0 0.0 6.3 6.3 0.0 0.0 6.3 0.0 12.5 0.0 6.7

12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 6.3 0.0
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当所管内業種別景況天気図（平成 27年７月～９月期） 

 

 

 

   

     

特に好転 好 転 まあまあ 悪 化 特に悪化 

DI  >= +25.0 +24.9～+10.0 +9.9～- 9.9 - 10.0～- 24.9 <= - 25.0 

H27 H27 H27 H27 H27

H27 10 H27 10 H27 10 H27 10 H27 10

12 12 12 12 12

⇔ ⇔ ⇔ ⇔ ⇔

∕─ ─

╡


